
「こ
の
曲
調
は
赤
色
」

「数
字
の
3
は
黄
色
」

と
い
う
よ
う
に
、
音
を
聴
く
と
色
を
感
じ
た
り
、

文
字
や
数
字
に
色
が
付
い
て
見
え
た
り
す
る

「共
感
覚
者
」
と
呼
ば
れ
る
人
の
研
究
が
、
圏

内
や
欧
米
の
大
学
な
ど
で
進
ん
で
き
た
。
か
つ

て
は
薬
物
な
ど
に
よ
る
幻
覚
と
同

一
視
さ
れ
、

非
科
学
的
な
扱
い
を
受
け
て
き
た
が
、
脳
内
の

状
態
を
測
る
装
置
の
発
達
に
よ
り
、
視
覚
や
聴

覚
と
い
っ
た
複
数
の
感
覚
が
H

混
線
H

し
て
起

き
る
現
象
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

(秦
重
信
)
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圏
内
で
は
、
関
西
学
院
大
理
工
学
部

の
長
田
典
子
教
授
(印
)や
東
京
大
な
ど

が
研
究
。
長
田
教
授
自
身
も
、
音
楽
に

色
を
感
じ
る

「色
聴
」
と
、
文
字
や
数

字
に
色
が
付
く
「
色
字
」
を
持
つ
共
感

覚
者
だ
。

長
田
教
授
に
よ
る
と
、
共
感
覚
現
象

は
1
0
0年
以
上
前
か
ら
知
ら
れ
て
い

た。

1
9
9
0年
代
以
降
、
脳
の
活
動

部
位
が
わ
か
る
f
M
R
I
(機
能
的
磁

気
共
鳴
画
像
装
置
)
の
導
入
で
研
究
は

進
展
し
た
。

長
田
教
授
は
、
色
聴
共
感
覚
の
女
性

4
人
と
、

そ
う
で
な
い
け
人

(男
性
6

人
、
女
性
5
人
)
に
音
楽
を
聴
い
て

も
ら
い
な
が
ら
、
脳
活
動
を
計
測
し

手長汗一室主言主主月曜日〕

議識は5示{ま命川リ官ト長自白は
た
。
そ
の
結
果
、

「
色
聴
」
の
4
人

は
音
楽
を
聴
か
せ
る
と
、
色
を
見
た

時
に
活
性
化
す
る
脳
の
部
位
「
色
知

覚
野
」
も
同
時
に
活
性
化
す
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

ま
た
、
共
感
覚
を
訴
え
る
約
犯
人
を

調
べ
る
と
、

「色
聴
」
か

「色
字
」
の

ど
ち
ら
か
を
持
つ
人
で
約
半
数
を
占
め

て
い
た
。
芸
術
家
に
多
く
現
れ
、
色
聴

共
感
覚
者
は
絶
対
音
感
を
持
っ
て
い
る

人
に
多
い
と
い
う
。

そ
の
一
人
で
あ
る
京
都
府
精
華
町
の

ピ
ア
ニ
ス
ト
成
瀬
紀
子
さ
ん
(お
)は、

ト
長
調
は

「青
色
」
、
ホ
短
調
は
「
緑

色
」
と
い
う
ふ
う
に
、

「耳
か
ら
だ
け

で
は
な
く
、
色
を
伴
っ
て
音
楽
を
感
じ

る
の
で
、
曲
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
や
す

い
」
と
語
る
。

逆
に
、
色
か
ら
音
が
聞
こ
え
る
人
も

い
る
。
絵
画
を
見
て
、
「
シ
ャ

l
ン
」

と
い
う
音
が
聞
こ
え
た
り
、
演
奏
す
る

音
や
数
字
に
色

楽
器
の
音
色
に
波
形
が
見
え
た
り
す
る

と
い
う
。

か
つ
て
叩
万
人
に
l
人
と
言
わ
れ
て

い
た
共
感
覚
者
だ
が
、

2
0
0
5年
に

英
国
研
究
チ
l
ム
が
お
人
に

1
人
と
い

う
推
計
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

長
田
教
授
に
よ
る
と
、
共
感
覚
の
原

因
は
二
つ
挙
げ
ら
れ
る
。
一
つ
は
脳
の

未
分
化
だ
。
人
は
生
後
3
か
月
以
降
、

視
覚
は
視
覚
、
聴
覚
は
聴
覚
な
ど
と
感

覚
ご
と
に
整
理
さ
れ
、
脳
の
混
線
は
消

え
る
が
、
共
感
覚
の
人
は
混
線
が
残
る

と
い
う
。
オ
ラ
ン
ダ
の
研
究
者
は
、
色
字
の
人

の
脳
で
、
色
を
認
識
す
る
部
位
と
字
を

認
識
す
る
部
位
の
聞
の
神
経
が
、

共

感
覚
を
持
た
な
い
人
よ
り
も
太
い
こ

脳
の
混
線
?

る~f む
ナし

て)1

色
聴
共
感
覚
者
の
脳
で
、
音
楽
を
聴
い
た
時
に
活
性

化
し
た
部
位
を
と
ら
え
た
画
像
。
2
人
分
を
重
ね
合

企
わ
せ
て
お

υ
(水色
、
緑
色
)
、
赤
い
部
分
は
2
人

に
共
通
し
て
い
た
。
円
内
の

「色
知
覚
野
」
は
一
般

の
人
で
は
音
楽
を
聴
い
た
時
に
活
性
化
し
な
い

と
を
見
つ
け
、
未
分
化
説
を
補
強
し
て

い
る
。
脳
内
で
視
覚
な
ど
の
感
覚
を
統
合
す

る「
T
P
J」
と
い
う
部
位
の
働
き
が
、

通
常
と
は
異
な
る
と
い
う
説
も
あ
る
。

T
P
Jは
、
各
感
覚
か
ら
の
電
気
信
号

が
逆
流
し
な
い
よ
う
に
制
御
し
て
い
る

が
、何
ら
か
の
理
由
で
信
号
が
逆
流
し
、

聴
覚
信
号
が
視
覚
信
号
ヘ
行
く
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

横
漂
一
彦
・
東
京
大
教
授
の
話

「人

間
の
行
動
は
、
様
々
な
脳
部
位
の
活
性

化
に
よ
る
『
統
合
的
認
知
』
で
成
り
立

つ
。
こ
の
よ
う
な
認
知
の
統
合
過
程
に

は
個
人
差
が
あ
る
こ
と
を
共
感
覚
か
ら

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
研
究
成
果
が
こ

こ
数
年
で
か
な
り
蓄
積
さ
れ
て
き
た

が
、
共
感
覚
が
生
じ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

解
明
に
は
今
後
、
認
知
心
理
学
や
脳
科

学
と
の
連
携
が
必
要
だ
」


